
          
           夢をもち、懸命に生きる子  ～進んで学ぶ子・思いやりのある子・元気な子～ 

  ４つの学年で創る挑戦の年！ 
校 長   原田 三千代

  本年度より飯地小学校に着任いたしました、校長の原田三千代です。 

  令和８年度は入学式のないスタートとなりました。しかし、２年生から５年生までの全校児童１３名と職員１０名とで、

令和８年度が元気一杯に始まりました。 地域の方々の温かな支えのもと、保護者の皆様と共に、学校教育目標「夢を

もち 懸命に生きる子」～進んで学ぶ子・思いやりのある子・元気な子～を目指して前進して参ります。 

１年間どうぞよろしくお願いいたします。 

  本年度、学年数は減りましたが、それを前向きに捉え、飯地小ではこんな挑戦をしていこうと考えています。 

①教科担任制や異学年学習の幅を増やし、子どもたちが自ら学ぼうとする姿勢を高め、「学び合い」の場を増やして

いきます。 

②全校で挑戦する体験学習をさらに拡大していきます。 

挑戦には不安がつきものです。日々の生活の中でも「これでいいのかなあ」「自分にできるかなあ」そんな気持ち

になることは多々あります。困った時に「助けてほしいよ」と言える、不安そうな仲間がいたら「大丈夫だよ」「どこが分

からないの？」と声をかけられる。日常にそんな『安心感』があれば、子どもたちはますます笑顔になり、苦手なことに

も挑戦しようとする勇気が湧いてくるのではないでしょうか。本年度取り組む「学び合い」「体験学習」を通して、さら

にこの『安心感』が膨らむことを期待しています。 

 

始業式での校歌の歌声に心がふるえました。とても１３人の歌声とは思えない声量・迫力でした。この飯地の地で

安心感のもと成長している子どもたちだからこそ出せる歌声でした。出会ったその日に、感動の涙があふれました。 

素敵な出会いに感謝です。今後とも保護者の皆様、地域の皆様方のご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

飯地小学校だより 

令和８年度 第１号 

令和８年４月９日 

飯地小学校運営協議会コーナー  「地域と共にある学校」  ふるさと探訪遠足 下見  

～地域ぐるみで育てたい姿 『豊かな体験を通して、ふるさと飯地への愛着と誇りをもつ』～ 

春休みに、「いいじっ子サポーター」の山口鉦一さんに案内していただき、遠足コースの 

下見に行ってきました。今年は「杉の沢方面」全長８キロを予定しています。恵那市の天然 

記念物に指定されている「奥屋のカシの木」からは、今年一年を迎えるパワーを頂いた 

気持ちになりました。きっと子どもたちにも何かが伝わる遠足になると思います。 

詳細につきましては、裏面をご覧ください。 

飯地小学校HP 

 

この度の定期異動で、次の職員の転出入がありましたので、紹介します。 

〔転出職員〕  校 長       下畑  茂 （本校２年間）     中津川市立東小学校へ 

            教 諭       中田紗希 （本校４年間）     恵那市立大井第二小学校へ 

            非常勤講師  中川静江 （本校５年間）     中津川市立第二中学校へ 

皆様方に、いろいろな面でお世話になりました。ありがとうございました。 

〔転入職員〕  校 長       原田三千代（はらだ みちよ） 可児市立南帷子小学校より 

            非常勤講師  柘植 洋恵 （つげ ひろえ）   中津川市立付知北小学校より 

            非常勤講師  米滿 三河  （よねみつ みか） 恵那市立中野方小学校より 

お世話になります。どうぞ、宜しくお願いいたします。 

 


